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(57)【要約】
【課題】改良された冷凍庫ファン装置を提供する。
【解決手段】冷凍庫ファン装置は、ファンロータ１２を
含むファンモータ１０を備える。ファンモータ１０は、
冷凍庫ハウジング２０，２２の表面にあるか又は冷凍庫
ハウジング２０，２２内にあり、空気入口１６と、冷凍
庫熱交換器１５および／または冷凍庫圧縮機１４と、空
気出口１８との間の空気ダクト内において設けられるこ
とが可能である。ファンモータ１０は、冷凍庫の機器に
給電線および／または制御線を介して接続自在である。
ファンモータ１０は、動作温度信号および／または使用
冷却空間温度信号の関数として動作速度が制御されるか
又は制御可能である、速度制御自在なブラシレス直流モ
ータとして実現されていることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍庫のファン装置、特には超低温冷凍庫用の冷凍庫ファン装置であって、
　ファンロータ（１２）を含み、冷凍庫ハウジング（２０，２２）の表面にあるか又は当
該冷凍庫ハウジング（２０，２２）内にあるファンモータ（１０）であって、空気入口（
１６）と、冷凍庫熱交換器（１５）と冷凍庫圧縮機（１４）のいずれか一方または両方と
、空気出口（１８）との間の空気ダクト内において設けられることが可能な、ファンモー
タ（１０）、
　を備え、前記ファンモータ（１０）は、前記冷凍庫の機器、特には前記冷凍庫圧縮機と
冷凍庫制御電子機器のいずれか一方または両方に、給電線と制御線のいずれか一方または
両方を介して接続自在である、冷凍庫ファン装置において、
　前記ファンモータ（１０）は、動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方ま
たは両方、特には、割り当てられた又は割り当てられることが可能な前記冷凍庫圧縮機の
動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方または両方の関数として動作速度が
制御されるか又は制御可能である、速度制御自在なブラシレス直流モータとして実現され
ていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記動作温度信号と使用冷却空間温度信号のいずれか一方または両方を生成するように
、前記冷凍庫の使用冷却空間に割り当てられた、温度センサ手段（２６）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の冷凍庫ファン装置において、前記温度センサ手段（２６）が、前記冷
凍庫圧縮機の動作を制御する圧縮機制御電子部（３０）に割り当てられていることを特徴
とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、前記ファンモータ
の直流動作電圧が、前記冷凍庫圧縮機に割り当てられた又は割り当てられることが可能な
モータ電子機器（３８）により生成可能であるか又は当該モータ電子機器（３８）から導
き出すことが可能であることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の冷凍庫ファン装置において、前記モータ電子機器が、印加された電源
網交流電圧を仲介直流電圧に電圧変換する手段（３８）を含み、好ましくは力率改善の手
段をさらに含み、
　前記仲介直流電圧は、前記ファンモータの前記直流動作電圧を生成するように配線され
ていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　割り当てられた又は割り当てられることが可能な前記冷凍庫圧縮機に作用する遅延手段
であって、起動信号と動作開始信号のいずれか一方または両方に応答して、前記ファンモ
ータが、前記冷凍庫圧縮機の起動よりも所定時間前に起動されることを可能にするように
構成された、遅延手段、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の冷凍庫ファン装置において、前記遅延手段は、前記所定時間が1秒～3
60秒、好ましくは2秒～30秒、さらに好ましくは3秒～10秒であるように構成され、さらに
、または代わりに、設計されていることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置において、さらに、
　前記ファンモータ（１０）に割り当てられて速度の検出と監視のいずれか一方または両
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方を行う速度検出・監視手段であって、特には前記動作温度と使用冷却空間温度のいずれ
か一方または両方に対する前記動作速度の予め定められた又は予め定められることが可能
な比又は比範囲について、当該比が、比閾値を超えているか又は比閾値に達しないことに
応答して動作不良を検出し、あるいは、さらに又は代わりに、表示するように構成された
、速度検出・監視手段（３２）、
　を備えることを特徴とする、冷凍庫ファン装置。
【請求項９】
　超低温冷凍庫（２０）であって、
　少なくとも１つの冷凍庫圧縮機（１４）と、
　前記冷凍庫圧縮機及び当該冷凍庫の冷却回路熱交換器（１５）に割り当てられた、請求
項１から８のいずれか一項に記載の冷凍庫ファン装置と、
　公共電源網に接続されるように設計された電圧供給機器（３８）であって、商用電源公
称交流電圧としての85 V～264 V、特には100 V～230 Vの商用電源交流電圧用に構成され
、前記冷凍庫ファン装置の直流動作電圧を提供する、電圧供給機器（３８）と、
　を備える、超低温冷凍庫（２０）。
【請求項１０】
　請求項９に記載の冷凍庫において、前記冷凍庫ファン装置は、冷却される前記使用冷却
空間の目標冷却温度での当該冷凍庫の冷却モード時の前記ファンモータの前記動作速度が
、前記冷凍庫圧縮機による前記使用冷却空間の冷却途中のファン速度に比べて低減される
ように、特には連続的に及び／又は好適な比例制御曲線に従って低減させられたものとな
るように又は低減されるように、設計及び構成されていることを特徴とする、冷凍庫。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提部に係る冷凍庫ファン装置に関する。本発明は、さらに、こ
のようなファン装置を備える超低温冷凍庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷凍庫、特に超低温（ＵＬＴ）冷凍庫（すなわち、－40℃未満、典型的には-60℃未満
から-80℃以下の冷却温度での使用冷却空間用の冷凍庫）に、熱交換器（凝縮器）で熱力
学的プロセスにより発生したプロセス熱を熱除去し、且つ、使用されている冷凍庫圧縮機
（冷凍庫コンプレッサ）を必要ならば冷却するために、ファン装置が設けられることは、
先行技術から一般的に知られている。これらのファン装置は、ファンロータを駆動する少
なくとも１つのファンモータを典型的に備えるものであるが、空気ダクト（典型的に、冷
凍庫ハウジングの底又はその底領域内にある）に適宜設けられており、空気入口から入っ
た空気を凝縮器及び圧縮機を通って空気出口に案内する。これにより、各ユニットの動作
状態は冷却モードにとって好適かつ必要なものとなる。
【０００３】
　この種の冷凍庫は、一般的であると考えられ且つ一般的に知られており、産業目的や研
究目的に通常利用され、これらの装置の典型的な用途は長期にわたる冷凍である。冷却対
象物として適宜用意される生体試料や医療検体（あるいは、この種の内容物）は、例えば
法的要件を遵守する目的で、典型的に上記の目標温度（超低温）で数週間又は数ヶ月にわ
たって保管される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電気エネルギー消費および圧縮機、ならびに熱交換器の冷却や熱除去に用いられるファ
ンモータに加えて、これらのファンモータが特に連続動作時に発する騒音の重大性がます
ます高まっている。一般的なファン装置が典型的に設けられている冷凍庫システムでは、
当該冷凍庫システムの場所にもよるが、特に冷凍庫圧縮機（通常、いわゆるカスケードの
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形態で配置された複数の圧縮機）が目標温度又はその付近での定常（連続）冷却モードに
おける低減した冷却出力又は低減した圧縮機モータ速度で動作しているときに（この種の
圧縮機はしばしば追加で遮音されているにもかかわらず）、その種のファン装置のファン
音が煩わしいと感じられることがしばしばある。この場合、（典型的に、交流モータとし
て設計されて一定速度で駆動される）ファンモータ自体が煩わしい音を発するだけでなく
、ファンロータの羽根であって、典型的に約1300～1400 min-1の速度で駆動されて空気流
を生じさせる羽根も、煩わしい音（いわゆるファン先端音、すなわち、ファン羽根により
生じるシュッという音）を発生させる。一般的なファンモータ自体は通常、速度制御やＲ
ＰＭ制御なしで駆動されるものであり（特に、一般的に使用されるモータは例えばコスト
上の理由等から速度制御が容易に可能でないため）、かつ、ファンモータの動作は典型的
に、割り当てられている圧縮機の制御に伴って行われる（すなわち、ファンモータは冷凍
庫圧縮機と常に同期して駆動される）ので、圧縮機の動作の間、ファンモータの動作及び
付随する音発生は、基本的に高い音レベルのまま継続する。
【０００５】
　しかも、典型的に閉ループ制御されずに単にデジタルでオン／オフされるだけの上記フ
ァンモータには、電気エネルギー消費がつきまとう。ファンは、一般的な当該ファン装置
の冷却対象となる熱交換器や圧縮機の熱除去や冷却が実際にどれほど必要なのかに関係な
く、公称出力つまり目標出力で駆動される。冷却されるべきその冷却回路の出力ピークを
踏まえて、ファン出力及びそれと共にファンモータは典型的に、このような冷却出力ピー
ク時に当該冷却回路の動作が非効率にならないように寸法がある程度過剰に設定されてい
る。しかし、これは、冷凍庫圧縮機の冷却出力が低下させられた動作状況下での（すなわ
ち、例えば目標冷却温度の定常動作時の）効率の悪化に繋がる。これは、そのような場合
であっても冷却回路が熱交換器及びファン装置の最大ファン出力を受けることになり、大
きい空気流が流れ続けることによって、（上記のように低減させられた冷却出力動作中の
）冷凍庫圧縮機が（もはや）最適な動作温度又は最適な動作点で動作しなくなり圧縮機出
力が増加するため、エネルギー効率が減少するからである。
【０００６】
　したがって、本発明の目的は、主請求項の前提部に記載されているとおり冷凍庫ファン
装置、特に、いわゆる超低温冷凍庫用の冷凍庫ファン装置を、騒音挙動に関して向上させ
ること、さらには特に、ファンモータと当該ファンモータの空気冷却を受ける冷却ユニッ
ト（熱交換器、圧縮機）との両方のエネルギー効率が向上した改良されたファン装置を提
供することである。必要なハードウェアの量を抑えて構造的に単純に実現できるという点
が、特に見受けられる一態様であり、かつ、この種の改良されたファン装置は、異なる動
作環境（特には、各国ごとの異なる商用電源公称電圧）でも簡単に且つ高い信頼度で動作
されることが確実に可能なものであるのが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的は、主請求項の構成を備える冷凍庫ファン装置により、さらには、この種の
ファン装置の一用途としての独立請求項９に記載の超低温冷凍庫により達成される。本発
明の有利な実施形態は、従属請求項に記載されている。本発明にかかる冷凍庫ファン装置
を動作させる方法についても、本発明の範囲内での追加の保護が求められるところ、本願
から明白な方法過程は、本発明の一部として開示されているものと見なされるべきである
。
【０００８】
　本発明にかかる有利な一様式では、まず、ファンモータが、速度制御されるブラシレス
直流モータとして実現されている。本発明にかかる特に有利な一様式では、これにより、
前記ファンモータの速度が本発明に従って動作温度および／または使用冷却空間温度の関
数として制御されることができるだけでなく、前記ＵＬＴ冷凍庫自体を動作させるのに典
型的に既に使われているモータ電子機器や安定器電子回路（バラストエレクトロニクス）
によって前記ファンモータを特に簡単な様式で動作できるようにして、当該ファンモータ
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の速度を実現することが可能となる。さらに有利な一様式では、前記モータ電子機器や安
定器電子回路に典型的に、様々な電源網入力交流電圧を処理する電圧変換手段が設けられ
ており、この種の有利な電圧変換手段の出力において一定の直流電圧を提供することが可
能である。当該直流電圧からは、本発明にかかる前記直流モータの動作電圧が生成される
か又は導き出される（必要に応じて、さらに制御される）ことが可能である。
【０００９】
　このようにして、本発明は有利なことに、前記ファンモータの速度（ひいては前記ファ
ンモータの電力消費）を、前記（ＵＬＴ）冷凍庫の当該ファンモータにより冷却される機
器の実際の動作状態に合わせて調節することができる。前記動作温度および／または使用
冷却空間温度は、本発明に従って前記ファンモータの速度に（も）影響を与えるのに極め
て好適な制御因子であることが立証された。これによる有利な結果は、圧縮機が目標冷却
温度にて温度変動が全くなしで又は僅かのみで動作されている（つまり、定常動作に相当
し、圧縮機出力の低下が伴っている可能性がある）ときに、前記ファンの速度も同様に低
減させることが可能となり、それに伴い、ファン音及び前記直流ファンモータの電力消費
への対応する良好な効果が本発明に従って得られるというものである。実際の動作では、
約1300 min-1の最大速度が約300～400 min-1まで低減させられることができる。これは、
典型的なファンモータの電力消費に関して言えば、全負荷時の約30 Wから上記低速範囲で
の部分負荷時の約2～3 Wに電力消費が減少することを意味する。反対に、前記冷凍庫圧縮
機が高い圧縮機出力で駆動される当該冷凍庫圧縮機の動作モード時には、それに応じた前
記ファンモータのファン速度の増加を本発明が確実に制御することで、あらゆる瞬間にお
いて理想的な空気搬送状態が生じているようにする。
【００１０】
　本発明では、本発明にかかるこのような温度制御が、動作温度信号および／または使用
冷却空間温度信号の関数として行われる。一実施形態では、前記動作温度信号および／ま
たは使用冷却空間温度信号が、前記冷凍庫の被冷却部分の使用冷却空間に割り当てられて
もよい（使用冷却空間に設けられてもよい）温度センサ手段により生成される。代替例と
して、その圧縮機ハウジングなどにある（少なくとも１つの）前記冷凍庫圧縮機から温度
信号を適宜引き出すことも可能である。また、上記の構成に加えて又は上記の構成に代え
て、このような温度信号が冷凍庫圧縮機モータのモータ電流又は電機子電流から間接的に
取得されてもよく、動作温度および／または使用冷却空間温度に対応するか又は比例する
他の信号が相応に使用されてもよい。
【００１１】
　また、前記動作温度信号および／または使用冷却空間温度信号が、冷却中および定常冷
却モード中の冷却モードについて判断できるように、特には、温度勾配、すなわち、ある
期間に前記使用冷却空間つまり前記冷凍庫圧縮機の温度がどのように又はどれほど大きく
変化したのかについての情報を含むことができる。
【００１２】
　本発明の一実施形態に関連して、特に好ましくは、とにかく既に前記使用冷却空間に設
けられている温度センサ（例えば、前記冷凍庫圧縮機（自体）の冷却モードを制御するか
又はフィードバック制御するように生成されたセンサ信号を利用するための温度センサ等
）が、温度センサ手段として使用される。これにより、前記冷凍庫圧縮機の上流に接続さ
れた電子回路により典型的にこれまで処理されているとにかく利用可能なセンサ信号が用
いられることができるだけでなく、回避すべきヒートブリッジを形成する余分な線やフィ
ードスルーなどを有する余分なセンサを、前記超低温冷凍庫の絶縁性や温度に敏感な環境
内に設ける必要もなくなる。
【００１３】
　（少なくとも１つの）前記冷凍庫圧縮機（ただし、好ましくは、カスケードとして設け
られた複数の冷凍庫処理装置）及び前記ファンモータの両方についての集積モータ電子回
路又は安定器電子回路に関連して、さらに有利には当該電子回路に、様々な（各国の）商
用電源電圧環境に対しての汎用性を提供するように且つこのような（公共）電源網への回
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路フィードバックを抑えるように力率改善（ＰＦＣ）が設けられている。
【００１４】
　繊細な動作環境に対して有用となる特に洗練された一実施形態は、一実施形態に従って
設けられた遅延手段を備える。当該遅延手段は、ここでも集積電子回路に関連して実現さ
れるのが好ましいものであり、本発明の一実施形態では前記冷凍庫圧縮機に作用して、前
記冷凍庫を起動する起動信号又は動作開始信号に応答して前記ファンモータが前記冷凍庫
圧縮機の起動よりも先に、より具体的には前記冷凍庫圧縮機の起動よりも所定の時間先に
起動されるようにする構成となっている。例えば、この種の好適な一実施形態は上記のよ
うにして実現された冷凍庫装置の動作信頼性に対して大きな効果を有し、前記冷凍庫圧縮
機により駆動される冷却回路は好適な超低温のものであればしばしば可燃性の冷媒を含ん
でいるところ、前記圧縮機の起動で火花が発生した場合に漏れによって爆発の危険性を伴
う可能性があるという問題を防ぐことができる。この点に関して、前記冷凍庫圧縮機をオ
ンにするよりも所定の時間先に前記ファンモータを起動するという本発明の一実施形態の
解決手段には、漏れたあらゆる冷媒を冷却空気流が除去するか又は少なくとも十分に薄め
ることで、漏れが生じても、残った混合気はもはや可燃ではなくなるので、爆発の危険性
が大幅に軽減されるという効果がある。前記ファンモータの起動からの前記圧縮機の起動
のこのような遅延として更に好ましく設定される典型的な時間は約５秒であり、本発明に
従って構成される時間は、相応に設置された冷凍庫の構成と動作環境及び条件とに応じて
この遅延をどのように定めるかの指標となる。
【００１５】
　特には、本発明のとおりブラシレス直流モータを用いて前記ファンモータを実現するこ
とにより、前記ファンモータの動作モードを評価又は監視するための速度比例信号が、（
その直流モータを駆動する制御ループを介して、あるいは、モータ制御電子回路の別の戻
りチャネルを介して）入手可能になるという選択肢がしばしば提供される。本発明に従っ
て前記ファンモータの（現在の）このような速度信号を評価することにより、動作不良が
検出されることが可能となり、例えば動作不良が検出されると、相応に設置された冷凍庫
装置の冷却又は圧縮機動作に影響を加えることが可能となる。例えば、本発明にかかるフ
ァンモータの起動に応答して、その速度信号を監視することにより、当該モータが意図し
た速度で動作しているか否かを（例えば、当該速度を電子的に記憶された目標値と比較す
ること等によって）判定支援し、当該速度が速度閾値に達しない場合には動作不良（例え
ば、ファンモータの故障、前記空気ダクトの詰まり等）が推測されることができ、エラー
報告が出力されたり前記冷凍庫圧縮機の始動が阻止されたりしてもよい。この種のファン
モータ速度検出又は監視では、上記の構成に加えて又は上記の構成に代えて、前記ファン
モータの速度が本発明に従って検出された前記動作温度および／または使用冷却空間温度
と相関させられてもよく、意図された目標値又は目標値範囲からの予め定められたズレが
生じると、対応するエラー信号が出力されたり前記冷凍庫へのダメージを回避するように
圧縮機動作が停止されたりすることができる。
【００１６】
　前記冷凍庫ファン装置はそれ単独で本発明の範囲内の保護を求めているため、好適な使
用環境となる冷凍庫ハウジング付き冷凍庫や（少なくとも１つの）前記冷凍庫圧縮機自体
が本発明の主題になる必要はないものの、本発明にかかる冷凍庫ファン装置を超低温冷凍
庫と共に使用することまでも本発明の好適な実現の一つである。したがって、この種の冷
凍庫が本発明にかかるファン装置の使用環境として構成されることを想定している。前記
ファン装置は、（単一の）冷却回路に対して作用するものであるのが好ましい。つまり、
本発明に係る空気ダクトは空気が流れる部分内に、前記ファンモータや前記ファンロータ
のほかに前記圧縮機を含むことを意味する。その一方で、極低温を目標温度とする場合に
典型的に意図されるように、熱交換器及び冷凍庫圧縮機をそれぞれ備えた複数の冷却回路
をカスケード配置した場合には、それに応じて複数のファンモータが使用されるか、ある
いは、ここでも単一のファンモータのみが使用されることが考えられる。
【００１７】
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　本発明は超低温を好適な使用分野として想定しているが、本発明はこのような背景に限
定されない。むしろ、本発明にかかる技術及びその実施形態は、他の温度範囲をカバーし
た冷凍庫に対しても同じく有利に使用することができ、特にエネルギー効率に関する本発
明の利点により、モバイル用途や車両に設けられた冷凍庫との関連での用途が好適となり
得る。
【００１８】
　本発明の他の利点、特徴および詳細は、好適な実施形態についての以下の説明から及び
図面から明らかになる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】熱交換器及び冷凍庫圧縮機と協働して本発明の第１の実施形態を実現する、本発
明にかかる冷凍庫ファン装置を示す概略ブロック図である。
【図２】図１のファン装置と冷凍庫圧縮機を含む空気ダクトとを底に形成している、（超
低温用に構成された）冷凍庫を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１の概略ブロック図が論理的かつ機能的に示すように、さらに、図２の幾何図が示す
ように、ブラシレス直流モータとして実現されたファンモータ１０であって、ファンロー
タ１２が取り付けられているファンモータ１０が、熱交換器（凝縮器）１５に対して配置
されている。熱交換器１５は、超低温冷却目的用に寸法が設定されており、冷却回路（図
示せず）に冷凍庫圧縮機１４と共に配置されている。ファンロータ１２により生成される
冷却空気流であって、（図示しない様式でファングリル、フィルタなどにより適宜覆われ
ている）入口１６から入ってきて出口１８に向かって導かれる冷却空気流は、図２に概略
的に示す冷凍庫２０の周辺空気環境からのものであり得る。より厳密には、冷凍庫２０の
冷凍庫ハウジングの底領域２２内に上記のような空気導通経路１６－１０－１２－１５－
１４－１８が形成されている。冷凍庫２０は内部２４を、冷却対象物を収容する使用冷却
空間として提供する。この実施形態において当該使用冷却空間は、－80 ℃～－40 ℃の目
標温度の超低温域に維持されることができる。
【００２１】
　温度センサ２６が設けられている。この温度センサ２６は、前記使用冷却空間の現在の
冷却温度を検出する役割を果たし、 概略図示のように、ファンモータ１０の上流に接続
されたファンモータ制御部２８と圧縮機モータ１４の上流に接続された圧縮機制御部３０
との両方による動作制御のために評価又は利用されることができる。より厳密に述べると
、図示の実施形態では、温度センサ２６により出力された温度信号が、圧縮機１４の冷却
出力を前記使用冷却空間内の現在の温度に応じて制御するように圧縮制御部３０により（
絶対温度信号として、あるいは、これに代えて又はこれに加えて温度勾配信号として）用
いられることが想定される。有利には、このような動作は、目標冷却温度の定常動作モー
ドに達したときなどに、230V（交流）で公称駆動される前記圧縮機モータの圧縮機動作電
圧が、（好ましくは、一定の圧縮機速度で）低減させられることにより行われることがで
きる。図２には、ファンモータ制御部２８と圧縮機制御部３０（図１）とが、底領域２２
内に設けられた電子モジュール４０の形態で適宜組み合わされることも可能である点が描
かれている。
【００２２】
　この実施形態に関連して、センサ２６の前記温度信号は、さらに、ファンモータ１０の
動作（特には、ファンモータ１０の速度）を現在の温度条件に応じた温度の関数として（
あるいは、これに代えて又はこれに加えて温度勾配の関数として）制御するようにファン
モータ制御部２８によって用いられる。例えば、本発明では有利なことに、（電力消費が
低下させられた）圧縮機１４の動作には、ファン速度の低減による低減したファン出力で
十分である。したがって、前記ファンモータ制御部は、速度を最低値に設定する。つまり
、このようにして減少したロータ１２の空気流により、圧縮機１４及び熱交換器（凝縮器
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接続された速度検出部３２であって、その検出信号がファンモータ制御部２８で評価され
ることが可能な速度検出部３２により、センサ２６から提供される（あるいは、圧縮機制
御部３０での直接温度制御の様式で出力可能でもある）目標信号を用いて、前記ファンモ
ータの速度制御ループを実現することが可能である。
【００２３】
　図１のブロック図には、さらに、速度検出部３２の出力信号が前記ファンモータ制御部
に適宜割り当てられた記憶速度パラメータつまり速度目標値と比較されることで、前記フ
ァンモータ又は前記空気ダクトの効果的なエラー検出を実行できる様子も描かれている。
例えば、現在の速度検出信号３２が（所定の）制御信号と合致しないか又は所定の範囲を
外れて制御干渉に繋がり得る場合には、前記ファンモータの動作不良、あるいは、空気入
口１６に設けられたフィルタなどの詰まりが推測されることができ、前記圧縮機モータの
起動が制御ライン３４を介して制御部３０により阻止されることができる。
【００２４】
　上記の構成に加えて又は上記の構成に代えて、制御ライン３４は、前記冷凍庫の起動に
応答して、圧縮機１４が起動されるよりも先に（前記ファンモータ制御部を介して）ファ
ンモータ１０の動作を開始させるために用いられてもよい。ファンモータ制御部２８との
関連においてこれは、遅延部が実現されることを意味する。当該遅延部は、制御ライン３
４を介して前記圧縮機の遅延させられた起動を引き起こす。これにより、前記圧縮機が起
動されるよりも先に前記ファンの空気流を用いて蒸気を除去又は薄めることで、漏れた冷
媒による危険性を防止するという前述した目的を果たすことができる。
【００２５】
　図１のブロック図には、さらに、エラー又は状態情報を出力するための、構成要素３６
の形態の対応する状態又は信号機能が描かれている。入力側には電圧変換部３８が、公共
商用電源の様々な（特には、各国の）商用電源交流電圧環境への適合化のために形成され
ている。力率改善（ＰＦＣ）機能（図示せず）が追加された当該電圧変換部３８は、（50
～60 Hzの典型的な商用電源周波数で）約100～約240 V（交流）の幅広い入力範囲の商用
電源交流電圧を390Vの直流電圧に変換する。本発明の一実施形態において当該直流電圧は
、前記ファンモータ制御部を動作させるのにも用いられることができる。
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